
第 92回 草津市障害児(者)自立支援協議会 定例会議（令和５年度）                      

                日時：令和６年３月２１日（月）午前 9：30～11：30 

                               場所：草津市役所８階 大会議室 

開会  

   

１． 振り返り    

   

２．活動報告 

  ⑴ 課題別懇談会の報告 ・・・・・・・・・   資料 

 

      ➀湖南 4市地域生活支援拠点整備事業 

②重度心身障害児者の入浴支援調査に関する懇談会 

      ③精神障害者・発達障害者支援に関する懇談会 

      ④強度行動障害者支援の懇談会 

    

  ⑵ 相談支援部会  ・・・・・・・・・   資料  

 

⑶ 子ども支援部会・・・・・・・・・    資料  

 

３． R6年度からの湖南 4市自立支援協議会の体制変更について ・・・・・・資料  

 

４． トピックス  

事業説明 障害福祉課 國松氏 

⑴湖南 4市地域生活支援拠点整備事業について  ・・・・・・資料  

 

質疑応答  

 

⑵障害者差別解消法改正と地域協議会について  事業説明 ・・・・・・資料 

 

 

５．新規事業所・構成団体や機関の活動…２ 機関 ・・・・・資料 

 

６．その他  アンケート (次年度への希望等も含みご記入お願いします) 

 

 

新年度：令和６年度 今後の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程   

① 5月 21日（火） 9:30～11:30 （全体会議）-草津市役所２階 特大会議室 

② 7月 22日（月） 9:30～11:30 （定例会議） 草津市役所２階 特大会議室 

③ 9月 19日（木） 9:30～11:30 （定例会議） 草津市役所２階 特大会議室 

④ 11月 14日（木） 9:30～11:30 （定例会議） 草津市役所２階 特大会議室 

⑤ 1月 24日（金） 9:30～11:30 （研修会）  草津市役所２階 特大会議室 

⑥ 3月 21日（金） 9:30～11:30 （定例会議） 草津市役所２階 特大会議室 



資料  

令和 5 年度課題別懇談会 

 テーマ 懇談会の開催数 取組の状況   （後半を終了して、次年度への方向性） 

１ ●湖南 4 市 

地域生活支援

拠点整備事業 

・懇談会：1 回開催 

（4 市調整の要綱整備な

どが遅れ、1 回のみ開催） 

 

・湖南 4 市で進めている拠点整備事業の内容の確認をした。 

その他事務局等の動き：障害児者の緊急な対応（短期入所等）が可能となりうる市内事業所への訪問 

⇒事業の説明と緊急対応の受け入れの可能性について懇談し、事業推進の地ならしになった。 

     （障害者のグループホーム、共生型グループホーム等）  

     

２ ●重度心身障

害児者の入浴

支援調査に関

する懇談会 

・懇談会：2 回開催 

・R6 年 2 月にアンケート

配布 （現在集計中。 ３/１

時点の回収率  ７２．１％  

49 人返却／68 人発送） 

・令和４年度からの継続の地域課題。 

・重度心身障害児者の入浴の機会が少ないのではないか、更に医療的ケアが必要な人の入浴には医療機械の管理をしなが

ら実施するため、安全に入浴ができる環境、人材、機材等が必要なため一層入浴がしにくい現状がある。懇談会では、保護

者や支援者からの話を伺い、現状の共有と、入浴に関する困り事、今後の入浴支援への希望について話し合った。 また、実

態調査のアンケートは障害福祉課が中心となり発送し、懇談会では質問項目の検討など意見出しも行った。              

  

３ ● 精 神 障 害

者・発達障害

者支援に関す

る懇談会 

・懇談会：2 回開催 

 

・精神援障害者の方、並びに発達障害者の方の生活の困りごとに焦点化して現状や課題を話し合った。 

【懇談会を開催して】・・・意見から 

「大人になってからの生活の困り事は似かよっていても、そこに至る背景や解決に向けた取組は異なるのではないか。」 

○発達障害の支援は、 

・予防的対策として、幼少期等の早期の関わりとライフステージごとの切れ目のない支援（支援機関や支援内容のつなぎ）

が重要。 

・そのための体制づくりはどうしたらよいのか。 

〇精神障害者の支援は、 

    ・病院、訪問看護、保健所、薬局、相談支援、福祉サービス関係者、地域等、広いかかわりの支援者のネットワークづくりが

重要 

    ・「にも包括」の推進のため、長期入院者や入退院を繰り返す人の事例に寄り添った支援に取り組もう。 

【来年度に向けた取組の方向性】・・・精神障害者、発達障害者それぞれの支援を別の懇談会での検討に分けて協議へ。 

   



４ ●強度行動障

害者支援の懇

談会 

・懇談会： 2 回開催 

・生活介護事業所巡回し

ての研修を、別日に 1 回開

催 

・重い障害のため意思疎通の困難さ、音や視覚情報等の環境への過敏な反応してしまう強度行動障害者の個々の特性を知

り、本人の好みや得意なことを糸口に、支援の工夫を継続している生活介護事業所の取り組みを共有化する目的で開催した。 

・保護者や支援者などそれぞれの立場から報告し、今ある課題を共有した。 

〇懇談会の意見 

・強度行動障害は、重度知的障害、発達障害からの二次障害といわれており、予防的支援が重要。 

・色々な課題がある中で、優先順位の高いものとして、 ➀幼少期からの支援のつなぎ、 ②通所先等でのより良い支援の検討

と実践の検討について取り組んでほしいという意見が出た。 

・それぞれの生活介護事業所の取り組みを学ぶために訪問し、情報交換を行い、実践につなげる取り組みの一歩になった。 

 

 

 
 



資料  

草津市自立支援協議会 部会・プロジェクト活動報告  

相談支援部会 報告者 中原・事務局 

部会長  中原（わかたけ）  【会議進行】 わかたけ 中原部会長   副部会長 熊越（ほっとココ） 

【構成機関】 

風、歩歩、大地、わかたけ、ディフェンス、クロスロード（辻義塾）、おひさまはうす、アザレア、はたらこっと、ぽアソ、

栄寛、レモネード草津、風彩、草津市発達支援センター、ほっとココ、  草津市障害福祉課、基幹相談支援センタ

ー    （事業所数:15事業所） 

【相談支援部会の目的】 

●利用者の思いに沿った質の高いサービス等利用計画等の作成を目指し、研鑽する 

●他機関との連携や相互協力が活発に行えるよう情報共有           

●地域課題の共有と検討 

【第５回：部会の概要】  日時：令和５年１２月２０日（水）時間 13:30～15:30 

【参 加】  〇出席 １２事業所１３人   〇欠席：５事業所 全参加者数:1６人 

【研修内容】 

① 草津市ＵⅮＣK 山口氏：まちづくり事業への参加協力等 

② 相談支援事業に係る報酬・加算について  

③ 地域課題についての共有 事前資料の提出 

 

〇相談支援事業の経営と報酬についての研修:話題提供（障害者福祉センター涌井センター長） 

  ・適切な報酬・加算の請求の推進 

（意見交換等） 

・コロナ時に広がった在宅ワークの確認（モニタ）の対応の仕方と加算の請求 

・拠点整備の緊急時対応時の加算請求と相談員の動きの範囲 

・現状…各事業所の相談員の情報の保持や理解のばらつきあり  等 

 

○地域課題について 

 ・日中一時支援の当該事業所の悩みは運営面の課題。十分な人員体制で対応ができない。一方、利用者の

親などから日中一時支援が不足しているという声あり。 ⇒量的不足と利用者に応じた事業所の選択ができ

難い（マッチング）等両面で課題がある。 

・放課後等デイサービスと日中一時支援事業の開所時間の差 ⇒ 成人期になり、放課後等デイサービスよ

り、生活介護等の終了時間が早くなることで、家族の就労に影響が出る事例もある。 

・生活介護事業所が実施している日中一時支援事業。⇒広く一般の人を受け入れる事業所は少ない現状。 

・相談支援部会は、どのようにして利用者の実態を把握して共有するのか？ ⇒各相談員の支援の実例を積

み上げる丁寧な作業と全体像の把握に努める。 

 

【第６回：部会の概要】  日時：令和６年２月２１日（水）時間 13:30～15:30 

【参 加】  〇出席： ７事業所 7人   〇欠席：８事業所 〇全参加数：１１名 

【研修内容】 

① 情報共有 

② 地域生活支援拠点整備事業の説明（障害福祉課国松氏） 

③ 令和 6年度の相談支援部会の日程、自立支援協議会等の日程案内 

④ 障害福祉課からの連絡事項進行  



 

●情報共有 

・ 障害児等  学校との連携の進め方の課題（発達支援センター） 

・ 未就学児の土日利用できる居場所がない…情報提供で、未就学児の預かりをしてくれる事業所の紹介 

・ 就労 A・B事業所の日中一時支援のあり方について：（草津市の要件:家族のレスパイトが主な利用目的）一

方、一人暮らしの方の利用希望が増加 

・ 日中サービス支援型グループホームの利用者が移動支援や通院介助での利用要請が数多くある。 

日中支援型はどこまで対応するのかという疑問 

 

●湖南圏域の地域生活支援拠点整備事業の説明（國松氏） 

  ガイドラインの説明、事業所全体の理解の促進・・・まだまだ相談支援専門員自体がこの事業の全体像を理

解するのはこれから。 

  自立支援協議会定例会にて（3月 21日）ではさらに多様な分野の構成機関となるため、繰り返えし、丁寧な

説明を。 

 

●障害福祉課からの連絡事項 

 各事業所に計画相談の依頼の仕方の変更 

計画相談の受任調整は、令和 6年度より、直接利用者が計画相談支援事業所に計画の依頼をする方式 

に変更の予定。 

 

●日中サービス支援型グルーホーム（県外）の虐待事案の新聞報道についての共有 

●令和 6年度の相談支援部会の日程別紙のとおり・・・・1回目は 4月 17日（水）１３：３０～１５：３０ 

 

 

※参考 令和 6年度の相談支援部会の日程 

   

1回目 4月 17日（水） 偶数月の第 3（水） 

2回目 6月 19日（水）     〃 

3回目 8月 28日（水） 偶数月の第４（水） 

4回目 10月 23日（水）     〃 

5回目 12月 20日（金） 偶数月の第３（金） 

6回目 2月 13日（水） 偶数月の第２（水） 

 



資料  

草津市自立支援協議会 部会・プロジェクト活動報告  

 

◆子ども支援部会 

【目的・内容】障害のある子どもの通所や相談支援、医療的ケア等にかかる関係会議の報告を受け、支援の

現状や課題について協議 

【参加機関】 

放課後等デイサービスきらり、放課後等デイサービス第２ももスマイル、よつば訪問看護ステーション、草津養

護学校、発達支援センター、おひさまはうす、基幹相談支援センター、障害福祉課 

日程 内容 

３月２８日（予定） 下記の関係会議の報告を行い、児童の通所支援、医療的ケア、児童の相談支援

にかかる現状や課題を共有し、今後関係会議で検討すべきことを協議 

 

◆関係会議 

（１）草津市放課後等デイサービス連絡会 

【目的・内容】 

市内事業所の横のつながりを深め、質の高いサービス提供を進めるため交流会と研修会を実施        

【参加機関】市内事業所 

〇情報交換交流会 

日程 内容 

第１回：４月２１日（金） 

第２回：６月１日（木） 

第３回：９月 15日（金） 

第４回：１１月２７日（月） 

第５回：２月２８日（水） 

・学校へ迎えに行く時の駐車場の課題について学校と協議。 

・学校との連携について、児童生徒の送り出しや通常級在籍児童の情報交換

等について協力依頼。 

・放課後等デイサービス事業所説明会について 

・広報、当日のスケジュール、会場配置、当日までの事務作業について協議 

・湖南圏域サービス調整会議「行動障害ネット」（１２月）の報告の資料検討 

・次年度の報酬改定の内容や事業所の対応について意見交換 

 

〇研修検討会議 

日程 内容 

第１回：５月１９日（金） 

第２回：７月１４日（金） 

第３回：11月 15日(水) 

 

・研修会の実施前後に方法や内容について協議 

 

第１回研修会 

６月２７日（火） 

（１７事業所２３人） 

・３つのテーマについてグループに分かれて、各グループの１事業所が実践報

告を行い、研修を実施。 

・各グループのテーマ 

グループ① 子どもの年齢や障害程度による集団編成や活動内容 

グループ② 他児とトラブルになる利用者への対応 

グループ③ 学校や、児童発達支援、就労系サービスとの連携 

第２回研修会 

９月２２日（金） 

２２事業所(２９名参加) 

・実施方法は第１回と同様。１つの実践報告について参加者の経験年数や役職

に応じてグループを分け研修を実施。 

テーマ「子どもの年齢や障害程度による集団編成や活動内容について」 

 



〇事業所説明会 

10/3（火）        

(保護者４３名参加) 

・市民を対象に制度説明や事業所とサービス内容について質疑応答の機会を設

け、サービスにかかる情報提供の機会とした。 

 

 

（２）草津市医療的ケア児等支援推進協議会 

【目的・内容】 

医療的ケアの必要な子ども等への支援について、保健、医療、福祉、教育等の関係機関の連携を推進する

ため開催 

【参加機関】小児保健医療センター、滋賀県障害者自立支援協議会、滋賀県重症心身障害児者・医療的ケ

ア児等支援センターこあゆ、よつば訪問看護ステーション、放課後等デイサービス ゆにこ青地、多機能型事業

所 ちょこらんど、放課後等デイサービス あおぞら、草津市基幹相談支援センター、滋賀県立草津養護学校、

滋賀県草津保健所、市関係課（子育て相談センター、幼児課、児童生徒支援課、障害福祉課、発達支援セン

ター） 

日程 内容 

７月２６日（水） 〇医療的ケア児等コーディネーターの令和４年度活動報告 

・ケースを通して活動報告を行った。 

・主な検討事項は学齢期の看護師配置、人工呼吸器が必要な児童の退院後の

在宅生活や地域の学校生活の支援、子育て相談センター保健師と連携しなが

ら早期療育へつなぐ支援等。 

・令和５年度活動の中間報告を行い、該当事例について、別途関係機関で支援

会議を開催した。 

〇支援にかかる制度等を保護者へ周知するガイドブック案の協議 

 

 

（３）障害児相談支援体制検討プロジェクト 

プロジェクトとしてではないが、４年度、５年度の新規障害児相談支援事業所と児童の相談支援の現状や課

題について協議を行った。 

日程 内容 

６月２７日（火） 

３月８日（金） 

・子育て相談センターや発達支援センターの相談対象や相談支援事業所との連 

携について確認 

・園所や学校に相談支援事業所の役割について周知が必要。 

・保育所等訪問支援の必要性の確認や進め方について確認 

 







































№ 所属 担当者 備考

1 NPO法人草津手をつなぐ育成会 中島　由里子 広報「いくせい」

2
障がい者グループホーム           ラ
ビホーム

今西　理恵
障がい者グループホームラビホームⅢ　男性棟
2024年3月1日OPEN　　パンフレット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料　

事業所・活動　紹介

令和5年度草津市障害児（者）自立支援協議会定例会議（第92回）


